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認知症フレンドリー社会 in 福井

第7回 認知症フォーラム

認知症になっても
倖せに暮らせる福井
～住み慣れたまちで、変わらずの日常をおくるには～
『福井』そこは幸福な人々が集う街。
「認知症になっても倖せを感じられる」そんな街に住みたい
と思いませんか？　県民せいきょうでは福井県と共に、
認知症になっても暮らしやすいまちづくりの取り組みとして、
フォーラムを開催します。

会場周辺MAP

来場者には
COOP商品プレゼント

主催： きらめき / 福井県

福井県自治会館
2階 多目的ホール
（福井市開発4丁目202番1）

（順不同）

登壇者／ 下坂 厚 氏、河本 歩美 氏、
 ㈱福井銀行、
 勝山市地域おこし協力隊

お申込先

お問い合わせNO
004160

0120-016-165

第１部 基調講演
テーマ 『認知症とともに生きる』

10月18日土

参加
無料
要申込

定員

200名

令和7年

申込締切 10/10㈮
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※会場近くに第2、3駐車場もございます

お申込フォーム

第2部 座談会
テーマ 『住み慣れたまちで、変わらずの日常をおくるには？』

講   師／下坂 厚氏（若年性認知症当事者、京都府認知症応援大使、写真家）
聴き手／河本 歩美 氏（京都福祉サービス協会 地域共生社会推進センター代表）

14：00-16：00
（13：30開場・受付）

下坂 厚氏
しもさか   あつし

写真家・認知症当事者

河本 歩美氏
こうもと  　　あゆみ

地域共生社会推進センター 代表

会場

受付時間 [月～金] 8：30～20：00   
 [土   曜] 9：00～17：00



福井県と福井県医師会では、もしもの時に備えて
自身が望む医療や介護について考える意思決
定支援のツールとして「つぐみ（福井県版エン
ディングノート）」を無料で配布しています。配布
を希望する方は、各市役所・町役場、地域包括
支援センターにお問合せください。

金津きらめき（あわら市大溝）
☎0776-73-1165

坂井きらめき（坂井市坂井町大味）
☎0776-72-3901

大野きらめき（大野市天神町）
☎0779-66-1211

勝山きらめき（勝山市元町）
☎0779-87-2511

鮎川きらめき（福井市鮎川町）
☎0776-88-2145

岡保きらめき（福井市曽万布町）
☎0776-52-0810
羽水きらめき（福井市羽水）
☎0776-32-6000
宝永きらめき（福井市宝永）
☎0776-24-0800
江守きらめき（福井市江守中町）
☎0776-35-0660
（仮称）社きらめき
（福井市若杉）
※12月オープン予定

鯖江きらめき（鯖江市小黒町）
☎0778-52-8050

丹南きらめき（越前市家久町）
☎0778-22-5001

敦賀きらめき（敦賀市市野々町）
☎0770-21-1500

結城きらめき（敦賀市結城町）
☎0770-21-0017

小浜きらめき（小浜市遠敷）
☎0770-56-5757

県民せいきょうきらめき事業所一覧
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社会福祉法人きらめき福祉会
きらめきの里鯖江（鯖江市小黒町）
☎0778-53-0294

福井県民生活協同組合は
認知症バリアフリー宣言を
しています

関連法人

認知症サポーターとは、認知症について
正しく理解し、認知症の方や家族を見守る
サポーターのことです。「認知症サポーター
養成講座」は、町内会などの地区の集まり、
会社、学校、サークルの集まりなど、どんな
場でも、何人からでも開催できます。開催
希望の方は各
市町の高齢者
福祉担当課
にお問合せ
ください。

認知症とは、脳の神経細胞の働きが徐 に々変化
し、認知機能（記憶、判断力など）が低下して、社
会生活に支障を来した状態をいいます。福井県で
は、65歳以上の高齢者のうち認知症の方の割合は
約1割です。認知症は
早期診断と早期治療が
重要です。認知症かな？ 
と思ったら、地域包括
支援センター等、できる
だけ早く相談窓口に
ご相談ください。

  下坂 厚 ｜
しもさか　　あつし

写真家・認知症当事者

1973年6月生まれ。大手鮮魚店での勤務を経て、仲間と共に鮮魚店を起業。46歳で若年性
アルツハイマー型認知症と診断され、絶望と葛藤の中で会社を退職。その後、認知症初期
集中支援チームのつながりから京都のデイサービスと出会い、ケアワーカーとして正職員勤務
を経験。写真のスキルを活かし、法人本部の広報業務も担当した。現在は、法人との業務委託
を終え、写真家としての創作活動を中心に、講演やピアサポートを通じて認知症のある人の
声を社会に届ける活動に取り組んでいる。「ディメンシア・ギフト（Dementia Gift）」という独自
の視点から、認知症によって得られた気づきやまなざしを写真や言葉で表現し続けている。

河本 歩美｜
こうもと　　　　あゆみ

京都福祉サービス協会 地域共生社会推進センター 代表

1994年より介護職として、京都福祉サービス協会に勤務。2021年より、地域共生社会
推進センター代表に就任、2023年より紫野施設長として従事する。介護が必要となっ
た高齢者が、その人らしく輝き続けるための仕掛けとして、「はたらく」活動を通して、高
齢者が活躍できる機会づくりに取り組んでいる。2020年に、「はたらく」活動を社会に拡
げ、活動意義を追求するため、NPO法人を設立。異業種連携による事業開発や市営住
宅活性の取組みなど、福祉の枠を広げることで高齢者を含む誰もが暮らしやすい社会
づくりになると信じて活動に励んでいる。

「記憶とつなぐ
～若年性認知症と
向き合う私たちの
こと～」も販売

河本氏の
刺し子展も開催

書籍

下坂氏の写真展も開催

誰もが認知症になる
可能性があります

認知症サポーターに
なりませんか？

つぐみ（福井県版エンディングノート）
配布中！

認知症相談
窓口はこちら

「
つ
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み
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福井県からの案内

講師プロフィール


